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Abstract 

The purpose of this study was to investigate the physical activities of 1164 University 

of Tsukuba graduate students in their daily life, using questionnaires. 

This survey was conducted in April, 1985. 

The results were summarized as follows: 

1 ) Most of the graduate students didn't dislike to take exercise, and a majority of them 

said that if there were physical education classes in the graduate course, they would take 

them. In spite of this result, percentages of the students who rated themselves "healthy", 

"well wrth physrcal fitness and motor ability", and "taking care of therr health and physrcal 

fitness" were only 37%, 21 % ~nd 21 %, respectively. 

2 ) The types of their physical activities in their daily life were classified into four 

typical calsses; i. e. Club-class, Area-calss, Program-class and Stay-class, according to the 

category defined by Udo (1970) . Percentages of the four typical classes were in the order 

of Area-class (48%), Stay-class (30%) , Club-class (19%) and Program-calss ( 3 %) 

3 ) The students of Club-class generally regard exercise and sports as a means to im-

prove their physical fitness, motor ability and sports skills. And they tend to perform for 

competitions regularly. On the other hand, the students of Area-class and Program-class 

generally regard exercise and sports as a means to divert themselves, meet friends and 

make up for their lack of exercise. And they tend to enjoy playing simple games during their 

free time. 

4 ) The major reason why the students of Stay-class didn't take exercise was that they 

were busy. 

5 ) Seventy~one percent of the graduate students said that they would take exercise in 

their daily life. But 42 percent of them didn't think they had the fundamental knowledge of 

how to take exercise. 

- 79 -



　　The　resu1ts　of　this　investigation　offered　us　a　lot　of　information　to　he1p　enrich　the

physica1education　services　that　may　promote“1ife1ong　sports”further．

Key　words：Graduate　students．C1ub－c1ass・Area－c1ass・Program－c1aas・Stay－c1ass

　目　的

　筑波大学体育センターでは，より多くの学I

生が「生涯体育」を実現することを一大目標

として，正課体育をはじめとする各種体育事

業を提供している。

　しかしながら，近年，学生のスポーツ欲求

の高まりや活動選好の多様化にともなって，

体育事業を再検討することが求められている

ことも事実である。そこで，体育センターで

は，こうした体育事業を見直すためには，ま’

ず，体育事業の対象となる運動者，つまり学

生の運動生活の実態およびその経年的変容を

把握する必要があるという理由から，昭和58

年4月に，本学正課体育受講生（2年～4年

生）3150名（男子2284名，女子866名）を対

象として「運動生活に関する調査」を行い，

本誌第6号（1984年）でその結果を報告した
ユ）。

　前回調査では，学生の運動生活をとらえる

一つの方法として，運動生活をClub所属階

層，Area利用階層，P．og．am参加階層，

Stay。階層の4つの階層に分類する宇土の理

論2）を用い，その運動生活階層との関連から

各種体育事業への対応を把握した。そして，

その結果から，これからの体育事業のあり方

を検討する上で多くの有効な資料を得ること

ができた。しかし，「生涯体育」における正

課体育の貢献のしかたをより正確に把握する

ためには，現時点での正課体育の対象者であ

る大学生だけでなく，大学を卒業した者がど

のような運動生活を行っているかについて，

その実態を追跡調査する必要があると考えら

れる。

　そこで今回の調査は，大学を卒業し，すで

に正課体育の対象者とはなっていない大学院

生の運動生活の実態を把握するとともに，大

学生時代からの変容等をも明らかにすること

を目的として実施したものである。

　調査方法

　調査は，昭和58年4月に行った筑波大生の

「運動生活に関する調査」1）を一部改変し，

行った。

一調査対象は，筑波大学修士牟よび博士課程

に在籍する大学院生1164名・（男子996名，女

子168名）であった。

　昭和60年4月，筑波大学に在籍する学生を

対象に実施された体力測定時に「運動生活に

関する調査」（巻末資料V参照）を配布し，

その場で記入，提出させた。

　集計には，筑波大学学術情報処理センター

FACOM　M－380を用いた。調査項目について

の一般傾向を知るために，まず単純集計を

行った。さらに，項目間の関連や要因問の類

縁関係を知るためにクロス集計を適用した。

　結果と考察

1　運動生活に対する意識

　1）健康・体力・運動能力に対する白己評

価と関心度

　図1－1は，大学院生が健康や体力・運動

能力に対してどのような白己評価をしている

か，また，どのように注意を払っているかに

ついて示したものである。白分が「健康であ

る」，「体力・運動能力がある」，「健康や体力

に常に注意を払っている」と評価しているも

のは，それぞれ，37％，21％，2ユ％であった。

このことについては，2年前に行われた大学
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生を対象に対した調査でもほぼ同様の結果が

認められた1）。また，「体力・運動能力につ

いてどのように思っているか」と「健康や体

力にどのように注意を払っているか」という

2つの質問項目に対する回答がほぼ同様の傾

向を示したことから，両者間にかなり関連の

あることが考えられる。

　2）過去の運動生活に対する姿勢

　図ユー2は，家族の運動・スポーツに対す

る姿勢，および大学院生の幼児から大学生時

代までの運動・スポーツに対する姿勢につい

て示したものである。「非常に積極的」ある

いは「やや積極的」と回答した積極群は，中

学校時代に一番多く，約60％を占めていた。

しかし，高校および大学に進むと，それぞれ，

45％，43％とかなり少なくなる傾向にあった。

大学生の運動生活調査によると，過去のス

ポーツに対する姿勢，あるいはスポーツ経験

の違いが，現在の運動生活とかなり関連を

持っているという結果が示された1）。このこ

とと考えあわせて，中学から高校へと進学す

る段階で運動・スポーツに積極的であるかど

うかが，将来のスポーツの生活化に対してか

なり影響を及ぼすものと考えられる。

　3）運動生活に対する意識

　図1－3は，大学院生が，現在の生活の中

で運動・スポーツあるいは体育をどのように

考えているかについて示したものである。こ

の4つの質問項目に対する回答から大学院生

の運動・スポーツあるいは体育に対する考え

日　　　1日　　　2回　　　3回　　．4回　　　5回　　　6回　　　7回　　　3回　　　9回　　　1回日㈲

健康についてどのように患っているか

体力・運動能力にっいてどのように思
っているか

健康や体力にどのように注意を払って
いるか

図1－1

A
●一■■■一■一■0■一■一■□0■■■■一□■一

一一■■一□■■一一■■■■■■叩■□■■I■一一〇一一‘□■1■■一■■I一一■■一一‘●一・■■■■■一■■■■■■

奏≡1≡1≡萎嚢＿＿、、＿ 、。C

□■I■■一■〇一■6□o一■■■一■■■一

A．健康である B．普通 C．あまり健康でない

謡謡藷龍覇11葵葦＿、、．．．．．．．．．……．．．．．I．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

A．体力・運動能力がある B．普通 C、あまり体力・運動能力がない

謡謹1姜姜1彗謡111萎婁＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿．＿

A．っねに注意を払っている B．ときどき注意を払っているC．あまり注意を払っ一Bときとき注意を払っているCあまり注意を払っていない

健康・体力・運動能力に対する自己評価の関心度

回　　　1日　　　2回　　　3回　　　4回　　　5回　　　6回　　　7回　　　8回　　　9日 1囮㈲

家　　族

幼児・小学校時代

中学校時代

高　校　時　代

大　学　時　代

A　　B　　　　　C

　　　　　　　＼

％％

A．非常に積極的　B．やや積極的　C・普通　D・やや消極的　E・非常に消極的

図1－2 過去の運動生活に対する姿勢
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回　　　ユ回　　　2回　　　3回　　　4日　　　5回　　　6日　　　7回　　　8日　　　9回　　　1日日㈲

運動することが好きですか

現在の生活の中で，定期的な
運動が必要ですか

正課体育の4年間履習をどう
思いますか

大学院に体育があれぱ受講を
希望しますか

A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B

A．好きである　　　　　B．どちらともいえないC．好きでない

A．必要だと思う　　　　　B。どちらともいえないC．とくに必要だと思わない

A・4年生まであ・る方がよいB・どちらともいえないC．4年生まで必要ない

A．希望する B．どちらともいえないC．希望しない

図1－3 運動生活に対する意識

をまとめると，ほとんどの者が運動がきらい

ではなく，日常生活の申での運動の重要性を

認識しており，さらには，半数以上の者が大

学院に体育め授業があれば受講したいと考え

ているようである。

　そこで，もし体育を履修するとすれば，ど

のような種目を選択するかについてまとめた

のが表ユである。ここでは，数多くあげられ

た種目の中から上位10種目についてのみ取り

上げた。特に上位3種目の硬式テニス，ス

キー，水泳は，圧倒的に人気があることがわ

かる。これらの種目は，現代社会において，

生涯にわたって楽しめるスポーツの代表であ

るといえよう。

表1　「体育」の履修をする場合に選択する種目

　　　　　　　　　　　　（上位10種目）

順　　イ立　　　　禾重　　　　目　　　　　　　％

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

硬式テニス

ス　キ　ー

水　　　泳

サッカー

卓　　　球

ソフトボール

バドミントン

野　　　球

ノ、レーホ’一ル

ゴ　ル　フ

ユO．1

9．8

7．9

4．9

4．0

3．9

3．8

3．8

315

3．3

2　運動生活の実態

　1）運動生活の類型

　表2は，体育事業との関連から運動生活を

8類型に分け，大学院生の運動行動を調査し

た結果である。ここで用いられた8類型は，

宇土の分類3）によるものである。

　これらの結果を大学生の運動生活調査1）（A

：41％，B：44％，C：42％，D：29％）と上ヒ

較すると，「A：クラブに所属して運動して

いる者」，「B：スポーツデーなどの体育的プ

ログラムに参加している者」の割合が約半分

に減り，「C：自由時問に，白由に運動を楽

しんでいる者」がかなり増えていた。また，

「D：意図的な運動をほとんど行っていない

者」の割合がほとんど変わらないことなどか

ら，大学生時代に運動をほとんど行わなかっ

た者は，卒業しても運動を行わないこと，一

方，大学生時代に運動を行っていた者は，大

学院生になっても，形はどうあれ，何らかの

方法で運動を続けていることが示唆された。

　2）運動生活の階層的分類

　運動生活の類型のとらえ方は，体育事業と

の関連のしかたによる運動行動の分類の基づ

くものである。さらに，宇土は，運動生活の

階層的なとらえ方の基礎条件として「継続

性」，「組織性」，「合理性」の3つをあげ，こ

れらの条件の含まれる程度によって，C1ub
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表2運動生活の類型別の割合

運動生活の類型

12345678 計
体育事業

A スポーツのクラブやサークル
に所属して運動している ○○○O×xxx

（1，2，3，4）

　19％
スポーツデーやスポーツ教室
などのような体育的なプログ
ラムに参加して運動している XOX○○○××

（2，4，5，6）

　20％
白由時間に運動の施設や器具
用具を利用して，白由なやり
方で運動を楽しんでいる xxOOxOOx

（3，4，6，7）

　60％
意図的な運動をほとんど行っ

ていない X×××XX×○
（8）

30％

（％） 5266393930

所属階層，Srea利用階層，Prog．am参加階層，

Stay階層の4つに分けている2）。このような

考え方をもとにして，大学生の運動生活調査

では，第ユ階層をC1ub所属階層（類型ユ，2，

3，4），第2階層をArea利用階層（類型6，

7），第3階層をProgram参加階層（類型5），

第4階層をStay階（類型8）としてとらえ
ている1）。

　図2－1は，大学生の運動生活調査と同様

にして求めた各階層の割合を示している。全

体としては，第2（Are直利用）階層，第4

（Stay）階層，第1（C1ub所属）階層，第

3（Prog・am参加）階層の順に高い割合を示

した。この結果を大学生の場合と比較すると，

大学生の場合では，第1階層（41％），第4

階層（29％），第2階層（23％），第3階層（8％）

の順に割合が高く，第1階層と第2階層の順

位が入れかわっている。このことからも，大

学を卒業して大学院生になる過程において，

運動の環境に変化が起きていることが示唆さ

れた。すなわち，クラブ活動中心の運動生活

から自由な形態で行われるエリア中心の運動

生活に変容していることが示された。

　さらに，図2－1には，性，年齢，あるい

は出身大学からまた運動生活階層割合につい

ても示した。男女を比較すると，第1階層で

男子g割合が高い分でけ，女子の第4階層の

割合が高かった。このことから，特に女子の

日常生活の中で運動の場面が少ないことが示

唆された。年齢別にみると，大学を卒業した

ばかりの年齢にあたる22才から27才にかけて

は，第1階層の割合が減少し，その分だけ第

2階層の割合が増加していく傾向にあった。

このことからも，年齢が進むにつれて，運動

環境の変化が起きていることが示唆された。

さらに，出身大学からみると，本学卒業生お

よび留学生が，他の大学出身者と比較して，

何らかの形で運動を行っている者が多いこと

が示された。

　3）運動生活の実態

　図2－2は，日常生活の中で，何らかの形

で運動を行っている第1～3階層に所属する

者が，運動・スポrツをどのようなものとし

てとらえているかについて示したものであ

る。これらの結果から，各階層における運動

の目的についてまとめると，第1階層では，

運動・スポーツを気分転換や仲間との交流の

場としてとらえていると共に，積極的に体力

や運動能力を高めたり，スポーツ技術を向上

させる場としてとらえている者が多かった。

これに対して，第2，第3階層では，気分転

換や仲間との交流の場として，また，日頃の

運動不足を解消する場としてとらえている者

が多かった。生涯スポーツのための基礎をつ
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回　　　　1回　　一2回　　　3回　　　4回　　　50　　　6日　　　7回　　　8回　　　9回　　1回日㈲

A　　　　　B C　P

全 体　　嗣：1：．：

女

ψ

22才

23才

24才

25才

26才

27才

28、戸以上

筑波大学

他の国立大学

私立大学

留　学　生

謹謹謹覇睡111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

謹謹謹覇龍111111111養11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

謹謹謹謹量1111111111111111111111111111婁111111111111婁11111111111111婁111111111111111111111111111

’ ■
謹謹量11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111

謹謹1111111111111111111111111111111111111111111：1111ll1l1111llll111lll1111ll11111111l1111llll1111l1ll1111lll111

辻
睡睡睡111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111婁111111111111111111婁11111111111111

’
’
一
’

’
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A．第1階層（Club所属階層）

C．第3階層（Pro距am参加階層）

図2－1

B．第2階層（Area利用階層）

D．第4階層（Stay階層）

運動生活の階層的分類

くろうとする意識としては，第1，第2，第

3階層の順に高い意識を持っているようで

あった。

　さらに，各階層別に運動生活の頻度，時間

帯，およびその方法を示したのが図2－3～

5である。これらの結果をまとめると，第1

階層では，定期的に日時を決め，スポーツゲー

ム（競技会）のための練習を行う傾向にあり，

これに対して，第2，第3階層では，空いた

時問をみつけて，手軽なゲームなど楽しむ傾

向にあった。特に第3階層では，その傾向が

強いようであった。

　日常生活の中に多少なりとも運動・スポー

ッを取り入れている第1，第2，第3階層に

対し，第4階層は，日常生活の中にほとんど

運動・スポーツを取り入れていない者の集団

である。図2－6では，その第4階層の所属

する者が，なぜ運動を行わないかについて解

明しようとした。これらの結果から，その第

1理由として，「忙しくて時間がとれない」

ということがあげられた。前述の，「現在の

生活の中で定期的な運動が必要である」と回

答した者が88％を占めたという結果とも併せ

て，日常生活の中での運動の大切さを感じな

がらも，時間的に余裕がなくて運動ができな

いという者が意外に多いことが考えられる。
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全体

第1

第2

第3

日頃の運動不足を解消する　　　　　　　　　　　㈱

日　　　1藺　　’醐　　1；藺　　蝸　　58　　6藺　　70　　宮0　　99　　1⑭萬

体カや運動能カを高める　　　　　　　　　　　　（％〕

日　　胴　　羽　　羽　　珊　　駆　　釦　　7日　　ξ囲　　9回　　i目團

全体

第1

第2

第3

全体

第1

第2

第3

今まで知らなかった新しい体験をする　　　　　　1％〕

藺　　　1日　　　2日　　　3日　　　4日　　　59　　　60　　　了藺　　　8日　　　98　　1藺日

仲問との交流やふれあいを持っ　　　　　　　　　1％〕

日　　　　1藺　　　2回　　　3日　　　』9　　　5囲　　　69　　　7回　　　3日　　　9囲　　　一回藺

全体

第1

第2

第3

全体

第1

第2

第3

スポーツ技術を向上させる　　　　　　　　　　　㈱

臼　　胴　　勿　　羽　　犯　　兜　　6回　〒回　3日　9日　一囲9

集団の連帯感や協カの楽しさを知る　　　　　　　　㈱

o　　1囲　　割　　鉤　　蝸　　駆　　6藺　　個　　80　　9藺　一日9

全体

第！

第2

第3

友人を見つける　　　　　　　　　　　　　　　　1％j

8　　　　i日　　　2日　　　鋼　　　4日　　　5日　　　68　　　7回　　　e回　　　9回　　　1回日

全体

第1

第2

第3

運動のしかたや練習方法を学ぷ　　　　　　　　　　閉

日　　　1日　　　2日　　　38　　　4日　　　5日　　　6藺　　　7藺　　　S目　　　98　　　－8臼

＊次ぺ一ジにつづく
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全体

第1

第2

第3

メポーツのマナー・〃一ルなどを知る　　　　　　“％〕

8　　　　10　　　2日　　　39　　　4日　　　50　　　6藺　　　7田　　　S0　　　99　　　10■

全体

第1

第2

第3

スポーツの楽しさやそう快感を味わう　　　　　　　㈱

日　10　28　30　珊　5日　6藺　花　88　9日　1藺日

全体

第1

第2

第3

生涯スポーツの基礎をつくる　　　　　　　　　　㈱

日　　　1藺　　　20　　　30　　　4日　　　50　　　60　　　70　　　a藺　　　9日　　　10日

全体

第1

第2

第3

気分転換をしたり解放感を味わう　　　　　　　　ll％〕

8　　　　1回　　　2回　　　3日　　　4日　　　5日　　　60　　　7日　　　3回　　　90　　　1囲目

単なる気晴らし，息抜きを求める　　　　　　　　㈱
〇一　　1田　　　割　　　．；回　　　4日　　　5日　　　6日　　　7日　　　30　　　9臼　　i回回

全体

第1’

第2

第3

覇白あてはまる

医茎ヨBどちら二もいえない

鰯cあてはまらない

図2－2 運動の目的

これに続く理由としては；「運動よりほかに

好きな活動がある」，「施設や用具を借りる手

続きがめんどうである」，「仲間や相手がみつ

けにくい」というようなことがあげられた。

3　生涯スポーツに対する意識

　図3－1，2は，それぞれ，「スポーツや運

動を生活化するための基礎的能力を身につけ

ているかどうか」，「運動を生活の中に積極的

に取り入れようと考えているかどうか」につ

いて，出身大学別に示したものである。スポー

ツや運動を生活化するための基礎的能力を

「十分身につけている」あるいは「身につけ

ている」と回答した者は，いずれの場合も約

40％にすぎなかった。これに対し，「運動を

生活の中に積極的に取り入れようと考えてい

る」と回答した者は，いずれの場合も約70％

を占めていた。これらの結果のように，運動

を日常生活の中に積極的に取り入れようと考

えている者が多い割にその基礎的能力を身に

つけていると感じている者が少ないというこ

とは，今後，「生涯スポーツ’のための教育」

という面で多くの課題を残すものと考えられ

る。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㈲
固　　　　1日　　　2回　　　3回　　　4回　　　5回　　　6日　　　7回　　　8日　　　9日　　　1回回

全　体

第1階層

第2階層

第3階層

暴曇1…≡…≡…≡………≡…≡≡…………≡……・C D E
F
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A．ほとんど毎日　B．2～3日にユ度C．週に1～2度D．月に1山2度

E．3～4か月に1川2度F．年にユ～2度

図2－3　運動生活の頻度

　　曜日　　　　　　　　　　　　　　　　㈲
日　　　1日　　　2回　　　3日　　　4日　　　5回　　　6回　　　7日　　　8日　　　9回　　　ユ回回

全　体

第1階層

第2階層

第3階層

ABC DE~ G
 

Il 'f't ll 'it. Il "'t 

!/ /*' " "/"/'~'/ ~~ ~ ./;i~;4.~~/~(~' //.""/ " ' 

¥ '¥¥ ¥ 
ll 

i
 
I
 

./ / 
d
~
 
.
~
i
 

/ l* /'/ /~: /////~///1/ I~~,l 
~l 

! 

/ /' /--/ ,J l
 

r~ ~
 

1/;/.;~:~'~~' '~/, 

I 

.,･ C.7 D. E ~~ Fi G EI A．月B．火C．水D．木E．金F．土G．日

　　時問帯　　　　　　　　　　　　　　㈲
日　　　　1日　　　2回　　　3回　　　4回　　　5回　　　6日　　　7日　　　8回　　　9回　　　1固回

全　体

第ユ階層

第2階層

第3階層
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A・早朝（始業前まで）B・昼休みC・授業のあき時間D．放課後（午後5～7時）

E．夜間（午後7時以後）

図2－4　運動生活の時問帯
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回　　　　1回　　　2回　　　3回　　　4回　　　5回　　　6回　　　7回　　　8固　　　9回　　　1回回閉

全　　　　　体

筑　波　大　学

他の国公立大学

私　立　大　学

留　　学　　生
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A．十分身にっけている　B．かなり身につけている　C．どちらともいえない

D．やや不足している　E．非常に不足している

図3－1 スポーツや運動を生活化するための基礎的能力について

回　1回　2ピ3回　珊　5日　6日　7日　8回　9回犯日協

全　　　　体

筑　波　大　学

他の国公立大学

私　立　大　学

留　　学　　生

A B C

j
醒離醒麗醒麗麗麗麗睡麗11111111111111111111111111111111

’

躍黎鶉髄一鵠晶o一臨齪：1：1：1l1：111：1：1：1：1：111：1：1：11111：11111：1：1：1：1：1l111：11
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＾　’↓1，　1コ　1ゴ十一FL土一、j“川、　（　1，1、二A．はい　B。どちらともいえない　C．いいえ

図3－2 運動を生活の中に積極的に取り入れようと考えているかどうかについて

表3　生涯スポーツとしてやろうと思う種目

　　　　　　　　　　　　　（上位10種目）

順　位 種　　目　　　　％

1
2
3
4　j

5
6
7
8
9

ユO

硬式テニス

ス　キ　ー

水　　　泳

ジョギング

散歩／速歩

卓　　　球

登　　　山

ゴ　ル　フ

野外活動

バドミントン

12，6

10．2

8．0

5．2

4．6

3．9

3．8

3．6

3．0

2．8

　ま　と　め

　筑波大学体育センターでは，体育経営体の

立場から体育事業を見直し，その改善の手が

かりを得ることを目的として，昭和58年4月

に筑波大学生の「運動生活に関する調査」を

行い，本誌第6号（1984年）でその結果を報

告した。本論文は，それらの結果をふまえた

上で，さらに，「生涯体育」を目標とした正

課体育のより以上の充実を実現するための資

料を得ることを目的として昭和60年4月に実

施された本学大学院生u64名の「運動生活に

関する調査」の結果を報告したものである。
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　調査の結果は，以下のように要約される。

　1）大学院生の運動生活に対する意識につ

いてまとめると，ほとんどの者が運動がきら

いではなく，日常生活の中での運動の重要性

を認識しており，さらには，、半数以上の者が

大学院に体育の授業があれば受講したいと考

えているようであった。しかし，自分が「健

康である」，「体力・運動能力がある」，「健康‘

や体力に常に注意を払っている」と評価して

いる者は，それぞれ，37％，21％，21％と

それほど多くなかった。また，これらの結果

については，大学生の運動生活に関する調査

の場合と同様の傾向であった。

　2）大学院生の運動生活を階層的にとらえ

ると，Area利用階層（48％），Stay階層（30％），

C1ub所属階層（19％），P．ogram参加階層

（3％）の順に高い割合を示した。これらの

結果を大学生の場合と比較すると，Area利

用階層とC1ub所属階層の順位が逆転してい

た。このことけ，大学卒業後の運動生活の変

容を示すものと考えられる。

　3）C1ub所属階層，Area利用階層，Prog－

ram参加階層における運動生活の実態につい

てまとめると，C1ub所属階層では，運動・

スポーツを気分転換や仲問との交流の場とし

てとらえていると共に，積極的に体力や運動

能力を高めたり，スポーツ技術を向上させる

場としてとらえている者が多く，定期的に日

時を決め，スポーツゲーム（競技会）のため

の練習を行う傾向にあった。これに対し，

Area利用階層，Program参加階層では，気

分転換や仲間との交流の場として，また，日

頃の運動不足を解消する場としてとらえてい

る者が多く，空いた時間をみつけて，手軽な

ゲームなどを楽しむ傾向にあった。

　4）Stay階層に所属する者が，日常生活の

中でほとんど運動を行わない最も大きな理由

として，「忙しくて時問がとれない」という

ことがあげられた。すなわち，日常生活の中

での運動の大切さを感じながらも，時間的に

余裕がなくて運動ができないという者が意外

に多いことが示唆された。

　5）大学院生の生涯スポーツに対する意識

についてまとめると，運動を日常生活の中で

積極的に取り入れようと考えている者が多い

（71％）割には，その基礎的能力を身につけ

ていると感じている者が少ない（42％）こと

が明らかに．された。

　以上の結果から，大学院生の運動生活の実

態がかなり明らかにされたと同時に，今後の

体育事業のあり方を検討する上で，有益な資

料を得ることができた。特に，「生涯体育」

を目指す上で，エリア利用階層を意識したカ

リキュラムの重要性が示唆された。今後，さ

らに詳細な調査を行い，より充実した体育事

業の提供を目指していく必要があると考えら

れる。
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